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【技術の概要】 

本技術は、場所打ちのセメントミルク柱状体を地盤中

に築造し、これを杭状地盤補強体として利用する地盤補

強工法である。本工法の特徴は、掘削に用いるケーシン

グの先端から上方 2m の範囲をテーパー状にすることで、

テーパー部を有する補強体を築造可能とし、このテーパ

ー部の支圧効果によって支持力の増加を図っていること

である。なお、本工法による補強地盤の鉛直支持力は、

基礎底面下の地盤の支持力を無視して補強体の支持力の

みを考慮することとしている。 

 

【改定・更新の内容】 
新規：GBRC 性能証明 第 16-13 号（2016 年 7 月 11 日） 

改定 1：GBRC 性能証明 第16-13号 改1（2019年7月2日） 

・適用建築物の規模の変更（延べ面積を 500m2以下か 

ら 1,500m2以下（平屋に限り、3,000m2以下）に変更） 

改定 2：GBRC 性能証明 第16-13号 改2（2020年8月5日） 

・配合仕様（70％、および分散剤を使用しない配合） 

の追加 

更新：GBRC 性能証明 第16-13号 改2（更１）（2023年8月7日） 

 

【技術開発の趣旨】 
本技術は、コスト縮減、環境負荷低減および施工の効

率化を意図して開発したもので、補強体の先端から上方

2m の範囲にテーパーを有する補強体を築造して高い支

持能力を確保することで、ストレート型の補強体の場合

に比べて数量および径の低減を可能としている。また、

セメントミルクに掘削土が混入しにくい施工法を用いる

ことで、高品質な補強体の築造を可能としている。さら

に、テーパー部が周辺地盤を押し付けながら掘削するた

め、施工時の発生土を抑制することができる。 

【性能証明の内容】 
本技術についての性能証明の内容は、単杭状の補強体

の鉛直支持力についてのみを対象としており、以下の通

りである。 

申込者が提案する「SF-Pile 工法 設計・施工基準」に

従って施工された補強体の許容支持力を定める際に必要

な地盤で決まる極限支持力は、同基準に定めるスクリュ

ーウエイト貫入試験結果に基づく支持力算定式で適切に

評価できる。 

また、本技術については、規定された施工管理体制が

適切に運用され、工法が適正に使用されている。 

 

図1 工法概要図 

 
○評価式 
・補強体の極限鉛直支持力 Ru ＝𝛼 ∙ 𝑁 ∙ 𝐴𝑝 𝑠𝛽 ∙ 𝑁 ∙ 𝑆  𝑡𝛽 ∙ 𝑁 ∙ 𝑆  (kN) 𝛼  ：先端支持力係数  𝛼  110 

 s𝛽 ：周面摩擦力係数（ｽﾄﾚｰﾄ部） 𝑠𝛽  4 
 𝑡𝛽 ：周面摩擦力係数（ﾃｰﾊﾟｰ部） 𝑡𝛽  9 
 

 
【本技術の問合せ先】 
株式会社ポラス暮し科学研究所      担当者：大浦 和香子         E-mail：04414ooura-bp@polus.co.jp 

〒343-0826 埼玉県越谷市東町 2-266-1                            TEL：048-987-9111  FAX：048-987-9130 
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